
COI STRREAM 問い合わせ先（修正版）

●ＣＯＩ　ＳＴＲＥＡＭ　全般に対して

〒100-8959　東京都千代田区霞が関３丁目２番２号

文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課　ＣＯＩ担当

　　TEL：03-6734-4023

　　E-mail： coi@mext.go.jp

●ＣＯＩプログラムについて

〒102-0076 東京都千代田区五番町７　K's 五番町

（独）科学技術振興機構（ＪＳＴ）

　産学基礎基盤推進部　COIプログラム担当


TEL:03-5214-8475


E-mail: coi@jst.go.jp

●大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業について
〒100-8959　東京都千代田区霞が関３丁目２番２号

文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課

大学技術移転推進室 技術移転係

　　TEL：03-6734-4264

　　E-mail： kengijut@mext.go.jp

●府省共通研究開発管理システム（e-Rad）の操作方法について
〒102-0076 東京都千代田区五番町７　K's 五番町

（独）科学技術振興機構（ＪＳＴ）

　産学基礎基盤推進部　COIプログラム　e-Rad担当


TEL:03-5214-8475


E-mail: coi@jst.go.jp

説明会会場でお配りした公募要領、および６月１１日～１４日にダウンロードされましたＪＳＴ問い合わせ先電話番号に誤植がありました。上記連絡先となりますのでご確認ください。

革新的イノベーション創出プログラム

（ＣＯＩ　ＳＴＲＥＡＭ）拠点提案書

注：e-Rad提出時には青字による注釈、および例示は全て削除してから提出してください。

1． 基本情報

	拠点名
	・仮称でも構いません

・拠点としての具体的目標を示す提案のタイトルを記述してください。（50文字以内）

・下記のビジョンのうち、最も提案内容に即したビジョンを選択してください。ただし選択と異なるビジョナリーチームでの拠点構成の検討に含まれる場合がございます。

	該当するビジョン（該当するビジョンを選んでください。複数可）

	ビジョン１（少子高齢化）
	□

	ビジョン２（豊かな生活環境）
	□

	ビジョン３（持続可能な社会）
	□


	提案者

	プロジェクトリーダー

（企業所属を想定）※1
	フリガナ
	

	
	氏名
	

	
	所属機関
	

	
	部署
	○○研究所○○部

	
	役職
	主席研究員

	
	所在地
	〒



	
	TEL
	
	FAX
	

	
	Email
	

	
	研究者番号※２
	

	研究リーダー

（代表研究機関所属）※1
	フリガナ
	

	
	氏名
	

	
	所属機関
	○○大学

	
	部署
	大学院○○専攻科

	
	役職
	教授

	
	所在地
	〒



	
	TEL
	
	FAX
	

	
	Email
	

	
	研究者番号※２
	


※１：未定の項目は、空欄のままにしてください

※２：e-Radの研究者番号（８桁）になります。お持ちでない場合は空欄のままにしてください。
2． 参画機関※
	参画機関※
	＜企業＞・プロジェクトリーダーの所属機関（企業）名を記載
（法人名）○○㈱　

	
	（所在地）

	
	（担当者所属・氏名・連絡先）

	
	学＜代表研究機関＞・研究リーダーの所属機関（代表研究機関）
（法人名）

	
	（所在地）

	
	（担当者所属・氏名・連絡先）

	
	産＜企業＞・プロジェクトリーダーの所属機関以外の他の参画機関について記載
（法人名）　　㈱XXX　　（調整中）

	
	（所在地）

	
	（担当者所属・氏名・連絡先）

	
	その他＜ＮＰＯ，都道府県・政令指定都市、都道府県等所管法人等＞

（自治体名又は法人名）

	
	（所在地）

	
	（担当者所属・氏名・連絡先）


※参画機関の数に合わせて記載欄を調整してください。記載しているすべての企業・大学等において本提案に対する事前了解は必要ありませんが、「調整中」もしくは「想定」など、調整状況について明記してください。

　また、e-Radでの申請時には、事前了解を得ている参画機関のみを「分担機関」として入力してください。

拠点の概要

	拠点名＊
	拠点提案名を記述してください。

	研究開発期間
（最長９年度）
	（合計）　　　　　　年度＊

	研究開発資金
	必要国費(JST支出分）　＊　　　　　　　　      ：    億円
企業によるリソース提供（人件費等を含む）＊  ：    億円

（合計）　　　　　　億円

	補助金（Ｈ２５予定額）

※大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業
	費目
	支出予定額
	備考

	
	①設備備品費
	　　　　　　　　　百万円
	

	
	②人件費
	　　　　　　　　　百万円
	

	
	③事業実施費
	　　　　　　　　　百万円
	

	
	合　計（①＋②＋③）
	　　　　　　　　　百万円
	

	主な研究開発実施場所＊
	＊＊大学＋＋学部　　（○○県△△市）


	【申請機関名】

【参画機関名】

【概要】＊

本拠点提案の概要を対外的に分かるよう、ビジョンとの関連等について300字以内で記述してください。



	【社会・経済波及効果、社会的な革新性（インパクト）】＊

本拠点提案の社会・経済的な波及効果や社会的な革新性（インパクト）について200字以内で要約記述してください。



	【拠点が最終的に目指す「アプリケーション（ビジネス、事業、サービス、製品など）」】＊

本拠点提案によって、拠点が最終的に目指す「アプリケーション（ビジネス、事業、サービス、製品など）について150字以内で要約記述してください。



	課題キーワード
	本拠点提案を特徴づけるキーワードを５つ程度、記述してください。


＊：この部分は、e-Radの申請画面でも入力していただきます。

全部でＡ４サイズ１枚に収まるにように記載してください。

拠点構想

※別途、拠点の概要を、対外的に解るようにパワーポイント等を用いて１枚のポンチ絵「拠点構想概要図」にまとめてください。配置や構成は各提案者の事情に合わせていただいて結構ですが、ビジョンとの関係や具体的な目標等について含まれるようにしてください。

　　「拠点構想概要図」の電子ファイルはe-Rad申請時にアップロードしてください。

	1． ビジョン及び拠点イメージとの関連性

	・本提案と該当するビジョンとの関連性を記述してください。また、どのようなバックキャスティング手法により、本提案を導出したか（フューチャーセッションでどのような検討を行ってビジョン実現のために取り組むべき課題を設定したか等）を簡潔に記載してください。



	2． 拠点の具体的目標

・現状、社会経済的な波及効果、革新性が分かるように記載してください。

	（１）現状

	・提案内容に関連する現在の社会の状況を分析し、記載してください


	（２）社会的な革新性（インパクト）

	・科学・技術的な観点ではなく、新たな社会的なインパクト、人文・社会科学的な取り組みも踏まえた新たな価値の創造によりもたらされる社会的なインパクトについて言及してください。



	（３）産学連携、異分野融合の効果

	・どのような連携、融合によって、今まで生み出せなかったどのような効果が得られるか、企業がイノベーション創出の主体となるテーマかどうかのイメージを記載してください。
・産学官の連携体制を記載してください。また、アンダーワンルーフ（所属機関に持ち帰って研究開発を行うこともあり得るが、関係者が常時議論を行い、一体となって研究開発に取り組むことを基本とする）の体制が研究活動開始時にどのように構築されるかを記載してください。



	（４）拠点が最終的に目指す「アプリケーション」と社会・経済的な波及効果

	・１０年後のビジョン実現を想定して、どのようなアプリケーション（特徴を含む）によって社会ニーズを満たし、社会・経済的波及効果をもたらすか、説明して下さい。



	（５）社会実装への取り組み

	・実現性、実効性を上げるために想定する社会実装上の課題、及びその解決のために必要な取り組み（特に医療技術などに関する倫理問題・安全に関する諸問題対策など）を含めて記述して下さい。



	（６）機器・施設の利用計画

	

	（７）事業終了後の自律的にイノベーションの創出に向けた活動を継続するための取組

	

	（８）提案に関する参画機関の研究ポテンシャルや今後の強化策（任意記載）

	

	（９）拠点への参画を期待している研究者及び今回の提案と関係の深い成果や取組（任意記載）

	



拠点体制

（１）拠点体制図

拠点体制を図で示してください。

· 図の作成にあたっては、機関名、プロジェクトリーダー、研究リーダーとともに、主な研究開発参加者（少なくとも、各機関1名）、も記述してください。

· 異分野の研究者との連携、必要に応じたサテライトも考慮した体制をご検討下さい。


例：



















（２）参加者リスト

	区分
	所属機関名

	氏　名
	部署、役職
	専門分野
	本研究開発での役割分担
	エフォート（※）
	研究開発

実施場所

	企業
	○○株式会社

	○○　○○
	開発部長
	
	プロジェクトリーダー
	○％
	○○会社

○○研究所

	○○　○○
	開発部　課長
	
	設計、開発
	○％
	○○会社

○○研究所

	○○　○○
	開発部　研究員
	
	設計、開発
	○％
	○○会社

○○研究所

	企業
	□□株式会社

	○○　○○
	研究開発部長
	
	
	○％
	○○会社

○○センター

	○○　○○
	研究開発部　主任研究員
	
	
	○％
	○○会社

○○センター

	大学等
	○○大学

	○○　○○
	○○研究科○○専攻　教授
	
	研究リーダー
	○％
	○○大学

	○○　○○
	○○研究科○○専攻　准教授
	
	
	○％
	○○大学

	大学等
	□□大学

	○○　○○
	○○研究科○○専攻　准教授
	
	
	○％
	△△大学

	○○　○○
	○○研究科○○専攻　ポスドク
	
	
	○％
	△△大学


※エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入してください。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。

【補足事項】

その他、研究開発体制、参加者に関して、補足すべき事項がありましたら記述してください。

3． 拠点マネジメント組織
・拠点に置かれる研究推進機構の構成（機構長（プロジェクトリーダー）、副機構長（研究リーダー）、機構戦略支援統括、参画企業研究者、その他知財戦略統括など機構スタッフ等）とその役割について、大学等執行部・産学官連携本部・事務部局など拠点内組織との連携体制について、拠点への支援体制（人的支援（研究者、産学官連携コーディネーター、リサーチ・アドミニストレーター、事務職員等）、物的支援（施設、設備の活用等）について、具体的に記載して下さい。

	4． ＣＯＩ参画企業のモチベーションを高める独自のルール・運営（知的財産権、成果の公表を含めた情報管理のルール、拠点活動の見える化などの運営ルール等）の方法について

	（１）知的財産権の扱い

	・拠点における研究開発により創出される知的財産権の取り扱いについて、ＣＯＩ参画企業にとっての強み、メリットが最大になるような独自の検討・工夫・方法等について記載してください。



	（２）その他

	


5． 研究開発実施場所、理由等

（１）拠点実施場所

	実施場所
	○○大学○○学部

	所在地
	

	実施場所の責任者名
	

	拠点設置理由
	上記場所で研究開発を実施する理由（立地条件、設置場所に特有の既存設備、仕様、研究開発人材等）について簡潔に記述してください


（２）その他拠点実施場所以外で実施する可能性がある場合は以下で記載。

	実施場所
	○○大学○○学部

	所在地
	

	実施場所の責任者名
	

	拠点外で実施する理由
	上記拠点外の場所で研究開発を実施する理由（立地条件、設置場所に特有の既存設備、仕様、研究開発人材等）について簡潔に記述してください


・複数ある場合は表を追加してください。

補足資料（技術シーズ・ロードマップ）

1. 技術シーズの革新性

・拠点の持つ研究開発ポテンシャルとして、ビジョン実現の礎となる技術の「シーズ」について記述してください。

・シーズとは、特許（出願中のものも含む）等の知的財産をはじめ、ノウハウ、論文、データベース、化合物ライブラリ等の有用な研究成果をいいます。

　・提案の背景、独創性、新規性について定量的な実験データを示すとともに、他の研究との比較による優位性について言及してください（必要に応じて、図表を用いてください）。

2. 研究開発及び事業化に向けたロードマップ

（１）　研究開発項目案

・研究開発期間毎に現在想定している研究開発項目の案を記載してください。

・研究開発項目毎に実施する予定の研究開発機関を記載してください。

①　研究開発項目：　○○○○○○（○○大学）
②　研究開発項目：　○○○○○○（○○株式会社）
③　＊＊＊に関する市場性調査（○○株式会社）

（２）　事業化に向けたロードマップ

・以下の書式に従い、現段階で想定している研究開発期間におけるロードマップ案を記述してください。


[image: image1.emf]○○

（拠点名）

拠点計画ロードマップ

将来の社会ニーズ：○○○○

（タイトル）

＜現状＞

設定した将来の社会ニーズに基づく課題（研究開発課題）

１．・・・○○・・・の実用化が必要

２．・・・△△・・・の革新が必要

３．・・・◇◇・・・構築が必要

４．・・・●●・・・のパラダイムシフトが必要

５．・・・

６．・・・

１．・・・○○

・・・の実用

化が必要

201X 201X 202X 202X

２．・・・△△

・・・の革新

が必要

体制

/

強み

研究開発項目

３．・・・◇◇

・・・の構築

が必要

４．・・・

５．・・・

６．・・・

大学等研究室名

（強み）

企業名

（強み）

大学等研究室名

（強み）

企業名

（強み）

大学研究室名

（強み）

企業名

（強み）

大学研究室名

（強み）

企業名

（強み）

大学等研究室名

（強み）

企業名

（強み）

企業名

（強み）

○○○○

（将来の社会ニーズ）

の実現

現時点で提案者の拠点計画では解決できない課題がある場合、社会

ニーズの達成に向けて検討している対策があれば記載してください。

（例：この課題を解決できる企業との連携を模索している

他の拠点との連携を模索している など）

拠点計画で設定する「将来の社会ニーズ」について、具体的なイメージがわかるように記載してください。

「将来の社会ニーズ」とは、

10

年程度先に発生する世界的マーケット、求められる社会システム、または人

類の暮らし方などを想定しています。

設定した「将来の社会ニーズ」と現状とのギャップを特定し、どう

いった課題が存在するか検討し記載してください。

分野や組織の壁にとらわれない革新的な研究開発課題を網羅

的に挙げることを想定していますが、研究開発以外の課題が特定

された場合には記載しても構いません。

（提案者の現状ではなく、）設定した

「将来の社会ニーズ」に対応する現

状（現在のマーケット、現在の社会

システム、または現在の暮らし方）

を記載してください。

上で記載

した課題

を項目ご

とに転記

してくださ

い。

○○の実用化

△△革新の実現

◇◇の構築

拠点で行う研究開発

から社会実装までを

大まかなフェーズに

分けて記載してくださ

い。

市場投入

海外展開

国際標準化

研究開発体

制とそれぞれ

の機関の強

み（研究参画

する理由）を

記載してくだ

さい。

大規模社会実証

【様式４】


補足資料（特許・論文リスト）

１．知的財産の詳細

本提案に関連するシーズ（※１）が知的財産権の場合、重要な順に５件以内、以下について記述してください。

	発明の名称
	

	出願番号／特許番号
	

	出願日
	

	出願人
	

	発明者
	

	分類　※２
	A：新しい原理や現象の発見に基づく研究成果に係わる特許

	関連する請求項
	請求項が多数（１１個以上）ある場合、本提案に最も関連する請求項の番号を１０個以下で記載してください。


※：以下のリストより該当する番号を１つだけ記載してください。

A：新しい原理や現象の発見に基づく研究成果に係わる特許

B：機能性新規物質についての研究成果に係わる特許

C：新規プロセス・方法に関する研究成果に係わる特許

D：新規メカニズム・システムに関する研究成果に係わる特許

・表が足りない場合は、追加してください。

２．シーズに関する研究者の論文等

本提案に関連するシーズ（※）に関連する論文等がある場合、重要な順に５件以内、以下について記述してください。

	１
	論文名：タイトル

雑誌名、頁、年：J. of ○○○ Tech, vol. 3, 1234-1239, 2011

著者名：kagaku ichiro, gijutsu hanako

	200～300文字程度で概要を記述してください。



	２
	総説：タイトル

○○と産業（出版社）　2010, 321-333

著者名：科技振子

	

	３
	

	

	４
	

	

	

	５
	

	


補足資料（関連情報（他の事業･制度への応募・実施））

· プロジェクトリーダー、研究リーダーおよび主な研究開発参加者（プロジェクトリーダーおよび研究リーダー以外の機関に所属する者）が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度やその他の研究助成等制度での助成等について、3000万円以上のものに限り、制度名ごとに、研究課題名、研究期間、役割、本人受給研究費の額、エフォート等を記入してください。

· 記入内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。

	＜注意＞

· 「不合理な重複および過度の集中の排除」に関しては、公募要領「８．ＪＳＴの関連事業における重複応募の制限について」（31ページ）をご参照ください。

· 現在申請中・申請予定の研究助成等について、この研究提案の選考中にその採否等が判明する等、本様式に記載の内容に変更が生じた際は、本様式を修正箇所が分かるように修正の上、巻末のお問い合わせ先まで電子メールで連絡してください。


1． プロジェクトリーダー：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	科学研究費補助金 基盤研究(S)

	研究課題名

（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○

（本人）

	研究期間
	H23.4－H28.3

	役割2)(代表/分担) 
	代表

	予算規模
	100,000千円

	配分額

(1)本人受給研究費3)　

　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 配賦)

(3) 〃 (H26年度 予定)

(4) 〃 (H27年度 予定)
	(1) 60,000千円

(2) 14,000千円

(3) 11,000千円

(4) 11,000千円

	エフォート(％)4)
	20

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください


	1)  現在受けている、又は採択が決定している助成等について、本人受給研究費（期間全体）が多い順に記載して下さい。その後に、申請中・申請予定の助成等を記載して下さい（「制度名」の欄に「（申請中）」等と明記してください）。

2)  「役割」は、代表または分担等を記載してください。

3)  「本人受給研究費」は、ご本人が受給している金額（直接経費）を記載してください。

4)  「エフォート」は、年間の全仕事時間（研究活動の時間のみならず教育・医療活動等を含む）を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）を記載してください（総合科学技術会議における定義による）。本プログラムに採択されると想定した場合のエフォートを記載してください。

・表が足りない場合は、追加してください。


2． 研究リーダー：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	戦略的創造研究推進費（CREST）

	研究課題名

（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○

（○○　○○）

	研究期間
	H24.10－H29.9

	役割2)(代表/分担) 
	分担

	予算規模
	300,000千円

	配分額

(1)本人受給研究費3)　

　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 配賦)

(3) 〃 (H26年度 予定)

(4) 〃 (H27年度 予定)
	(1) 125,000千円

(2) 30,000千円

(3) 40,000千円

(4) 25,000千円

	エフォート(％)4)
	15

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください


・表が足りない場合は、追加してください。

・１）～5）については様式６－１　１ページ目をご参照ください。

3． 主な研究開発参加者（１）：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）
	制度名1)
	厚生労働省科研費

	研究課題名

（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○

（本人）

	研究期間
	H24.4－H28.3

	役割2)(代表/分担) 
	代表

	予算規模
	45,000千円

	配分額

(1)本人受給研究費3)　

　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 配賦)

(3) 〃 (H26年度 予定)

(4) 〃 (H27年度 予定)
	(1) 45,000千円

(2) 10,000千円

(3) 5,000千円

(4) 5,000千円

	エフォート(％)4)
	20

	今回の提案課題との関連
	簡潔に記述してください


・表が足りない場合は、追加してください。

・１）～5）については様式６－１　１ページ目をご参照ください。

4． 主な研究開発参加者（２）：氏名　○○　○○　　（数値等は記入例です）

	制度名1)
	研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）　シーズ育成タイプ

	研究課題名

（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○

（○○　○○）

	研究期間
	H24.10－H27.9

	役割2)(代表/分担) 
	代表

	予算規模
	137,000千円

	配分額

(1)本人受給研究費3)　

　　　　　(期間全体)

(2) 〃 (H25年度 配賦)

(3) 〃 (H26年度 予定)

(4) 〃 (H27年度 予定)
	(1) 88,500千円

(2) 41,800千円

(3) 17,000千円

(4)　6,000　千円

	エフォート(％)4)
	10

	今回の提案課題との関連
	（簡潔に記述してください）


・表が足りない場合は、追加してください。

・１）～5）については様式６－１　１ページ目をご参照ください。

補足資料（関連情報（特殊用語等の説明））

	用語
	説明

	
	· 本提案書で使用している業界用語、専門用語及び略語等の特殊用語のうち、研究を総合的に把握するうえで必要と思われるものについて、簡単な解説をわかりやすく記入してください。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


補足資料（関連情報（プロジェクトリーダー・研究リーダー略歴・企業概要））

1. プロジェクトリーダー　データ

	氏名
	

	生年月日
	１９６０/○/○

	所属機関・部署・役職
	

	最終学歴
	

	専門分野
	

	研究・開発経歴

（必要に応じ、主な研究論文・著書、知的財産権等も記載ください。）
	


注：本ページはA4版1枚で作成してください。
2. 研究リーダー　データ

	氏名
	

	生年月日
	１９６０/○/○

	所属機関・部署・役職
	

	最終学歴
	

	専門分野
	

	研究・開発経歴

（必要に応じ、主な研究論文・著書、知的財産権等も記載ください。）
	


注：本ページはA4版1枚で作成してください。

3. 企業概要

※本ページについては、財務諸表やパンフレット等に情報が掲載されている場合、既存の資料で代用していただいても結構です。参画企業が複数存在する場合は、ページを追加してください。
	平成　　年　　月　　日現在

	企　業　名
	株式会社　○○○○
	上場
	有（9999年99月）・無

	本社所在地
	○○県○○市○○町○丁目○番○号
	設立年月
	9999年99月

	工　　場
	本社工場（○○市）、□□工場（□□市）
	研究所
	　　 有　　・　　無

	役　　員
	（社長）○○○○○　　　　　（役員○○名）
                　（研究開発者○○名）
	社員数
	○○○名
（研究開発要員○○名）

	ホームページ
	 http://

	 eq \o\ad(事業内容,　　　　　　　　　)
	○○○○、□□□□の製造及び販売、△△△△の受託研究開発

	 eq \o\ad(主要株主,　　　　　　　　　)
	○○○○（　　％）、□□□□（　　％）、△△△△（　　％）

	主要取引銀行
	○○銀行△△支店、□□銀行▽▽支店

	主要関係会社
	株式会社　○○○○（販売会社）

	研究開発実績
研究開発能力
	記入例）平成☆年、独自に○○○○を開発し製造販売している。また、◎◎◎◎について□□大学△△教授の協力を得て研究・開発を実施、企業化の目処が立ち、来年には販売開始予定である。（…等、主な実績を記述してください。箇条書きで結構です。）
　□□研究所、▽▽㈱とも協力関係を築いており、本年度も☆☆☆☆の研究開発を実施している。（…等、研究開発の実施能力を示す事柄を記述してください。）

	
	技術分野のキーワード
	

	経営状況と
見　通　し
	記入例）

①当社は○○○のメーカーであり、当該分野では◎◎◎等は他の追随を許さぬ製品となっている。（…等、貴社の得意面を記述してください。以下同様。）
　②業績面については、主要需要先である△△△が、▽▽▽の東南アジア向けの市場拡大に支えられ高水準で推移したため、平成☆年☆月期売上高で対前期比○○％増の□□百万円を計上した。また、損益面については新製品の販売を開始、原価低減活動により経常利益で対前年比○○％増の□□百万円を計上した。
　③新製品（○○）の販売拡大等により増収、増益となる見通しである。

	ＪＳＴ等との
関　　係
	ＪＳＴあるいは官公庁、公益法人等から受託研究、補助金等の実績があれば,

主なものについて記入してください。

	決　算　期
	平成ｎ-2年 　月期
	指数
	平成n-1年 　月期
	指数
	平成n 年 　月期
	指 数

	財政状態
	資本金
	Ａ　　百万円
	100
	a　　百万円
	a/A×100
	a’   百万円
	a’/A×100

	
	自己資本
	Ｂ　　百万円
	100
	b　　百万円
	b/B×100
	b’   百万円
	b’/B×100

	
	総資産
	Ｃ　　百万円
	100
	c　　百万円
	c/C×100
	c’   百万円
	c’/C×100

	経営状態
	売上高
	Ｄ　　百万円
	100
	d　　百万円
	d/D×100
	d’   百万円
	d’/D×100

	
	経常利益
	Ｅ　　百万円
	100
	e　　百万円
	e/E×100
	e’   百万円
	e’/E×100

	
	当期利益
	Ｆ　　百万円
	100
	f　　百万円
	f/F×100
	f’   百万円
	f’/F×100

	財務比率分析
	自己資本比率
	Ｂ／Ｃ　　　　　％
	b／c　　　　　　％
	b’／c’　　　　　％

	
	経常利益率①
	Ｅ／Ｄ      ％
	e／d        ％
	e’／d’　　　　　％

	
	経常利益率②
	Ｅ／Ｃ      ％
	e／c        ％
	e’／c’　　　　　％

	
	研究開発費
研究開発費率③
	        Ｇ    百万円
    Ｇ／Ｄ      ％
	      g      百万円
       g／d        ％
	       g’      百万円
    g’／d’  　　  ％

	
	配 　当 　率
	％
	％
	％

	特　記　事　項
	特に伝えるべきと判断される事柄があれば記述してください。


経常利益率①は対売上高、経常利益率②は対総資産、研究開発費率③は対売上高で記入ください

研究推進機構（仮称）の運営について（新たなシーズ・ニーズ等の発掘）
	（１）新たなシーズ・ニーズ等の発掘の構想について
ＣＯＩ拠点の活動における新たなシーズ・ニーズ等の発掘について、現在認識している必要性及びそれをどのような手法で発掘し、拠点の活動にフィードバックさせるのかについて構想を記載してください。
（２）対話型ワークショップ等の過去の開催実績について
これまでに多様な参加者等を集めて対話型ワークショップを開催した実績があれば記入してください。




大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業
機関提案書
	・機関名称：

・機関の長（職・氏名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・拠点名称：
　　※様式１の拠点名を記入してください。

　　※複数提案の場合は、全ての拠点名を記入してください。
・事業担当組織名称：
　　※研究推進機構の活動を大学等において主体的支援する組織を記入してください。
　　※産学官連携担当組織（産学官連携本部等）など。
・事業担当組織責任者
　　所　　属：
　　役職・氏名：
　　電話番号：
　　ＦＡＸ番号：
　　Ｅ－ｍａｉｌ：
・事業担当事務責任者
　　所　　属：
　　役職・氏名：
　　電話番号：
　　ＦＡＸ番号：
　　Ｅ－ｍａｉｌ：
・連携機関について
※共同提案など連携する大学等がある場合は、機関名称、事業担当組織名称、事業担当責任者名称を記入してください。

※本申請書の提出段階で、共同提案などについて調整中の大学等がある場合は、調整状況について記入してください。
　　※提出時には「※」書きの部分はすべて削除してください。


提案書類チェックシート

	様式
	提案書類・必要作業等
	提出枚(部)数

（郵送分）
	チェック欄

	
	
	
	e-Rad

（word版）
	郵送

	
	e-Radへの応募データの入力
	
	□
	

	様式１
	基本情報
	
	□
	

	様式２
	提案拠点の概要
	
	□
	

	様式３
	拠点構想
	
	□
	

	様式４
	技術シーズ・ロードマップ・予算案
	
	□
	

	様式５
	特許・論文リスト
	
	□
	

	様式６類
	・様式６－１
	
	□
	

	
	・様式６－２
	
	□
	

	
	・様式６－３
	
	□
	

	様式７
	研究推進機構の運営について
	
	□
	

	様式８
	大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業機関提案書
	１部
	
	□

	
	拠点構想概要図
	1部
	□
	

	
	企業パンフレット
	１部
	
	□

	
	決算報告書（直近３期）　or

有価証券報告書（直近３期）
	１部
	
	□


注１．提案書類については漏れがないかチェックの上、提出してください。なお、提案書類に不足・不備がある場合は要件不備とみなしますのでご注意ください。

注２．本紙（チェックシート）は、提出の必要はありません。
注３．様式１～7全てを１つのファイル（Word版）にまとめてアップロードしてください。
注４．拠点構想概要図はパワーポイント等のファイルをe-Radの指示に従い別にアップロードしてください。

研究推進機構





C企業


○○○○（　ＰＬ）


全体統括





【拠点】











A大学（工学部）


○○○○（研究リーダー）


△△△△





C企業


○○○○（プロジェクトリーダー）


△△△△





材料A開発








材料A開発








Ａ大学（社会科学部）


○○○○





・社会実装の障害となる規制等の詳細分析・調査


・規制緩和の実現に向けた活動・働きかけ





E企業


（参画予定）





組立・製造技術





D企業


○○○○


△△△△





材料B開発








【サテライト】





B大学（理学部）


○○○○


△△△△





Ｅ企業


○○○○


△△△△





材料B開発





市場性の調査


マーケティング戦略・立案





２ページ以内で記載して下さい。
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